
整備を⾏う３つの拠点と拠点概要
重点領域（⽇本の国際競争⼒の⾼いマテリアル）を同定し、全国にある材料・化学領域の研究センターに拠点を整備します。

産総研では、最先端の製造プロセス装置や評価・分析装置群を全国の研究センターに整備し、マテリアル開発・実装に必要なプロセスデータの取得、技術シーズ・
ニーズ・⼈材育成に関わる機能を総合的に提供するマテリアル・プロセスイノベーション（MPI）プラットフォーム計画を進めています。

マテリアル・プロセス
イノベーションプラットフォーム
Materials Process Innovation Platform 

先進触媒拠点
つくばセンター（茨城県つくば市）

有機・バイオ材料拠点

セラミックス・合⾦拠点
中部センター（愛知県名古屋市）

中国センター（広島県東広島市）

⾃動⾞や航空宇宙機器等のモビリティ⽤材料等に利⽤されるセラミックスや合⾦等につい
て、原料となる粉体合成から部素材に⾄るまでのプロセス全体を⼀気通貫で開発する機能
を備えた拠点

触媒調製や触媒性能評価のハイスループット化と機械学習を組み合わせ、触媒インフォマ
ティクスやプロセスインフォマティクスの統合プラットフォームを整備し、経験のない企
業であってもデータ科学を利⽤した触媒プロセス開発の専⾨⼈材育成を⼀体的に⾏うこと
が可能な拠点

環境低負荷な新しい有機材料の社会実装を⽬指し、各種原料の調製から混合、さらには成
形加⼯まで⼀気通貫で⾏うプロセス装置群や、部素材の構造と製品特性を紐づけるための
分析・評価装置群を備えた拠点。化学構造や⾼次構造、界⾯構造の解析技術を⽤いた樹
脂・ゴム材料の製造プロセスの最適化、製品性能の向上を検討する。

国立研究開発法人
産業技術総合研究所
中部センター
TEL:052-736-7370 / FAX:052-736-7403
https://www.aist.go.jp/chubu/
〒463-8560
愛知県名古屋市守山区下志段味穴ケ洞2266-98
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▶ 技術アピール・マッチングニーズ
産総研中部センターは、広く産業分野をカバーする産総研の中で、セラミックスや金属等の
材料と製造プロセスを中心とした研究開発を推進しております。私共は、①国の政策である
「マテリアル革新力強化戦略」に示されたアクションプランの着実な実行、②地域イノベー
ションの推進、③未来モビリティへの貢献、を通してナショナル・イノベーション・エコシステ
ムの中核としての役割を果たすことを目指します。

▶ 会社・事業の特徴
国立研究開発法人産業技術総合研究所は、日本の産業を支える多様な分野の研究を行う
我が国最大級の公的研究機関です。

材料系ものづくりの総合的な研究拠点PR 販路 産学 情報 人材

■	従業員数	/ 250名
■	資 本 金	/ ー
■	業　　種	/ 研究開発

会社概要

ココがスゴい！
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